
 

令和５年３月 31 日  

 

神奈川総合産業高等学校(全日制)  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校内評価 学校関係者評価 総合評価（３月31日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月22日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①探究活動、体験
活動、研究活動を
充実させ、生徒一
人ひとりの個性を
いかした教育課程
を編成するととも
に、主体的な科目
選択ができる系と
分野のシステムを
充実させる。 
 
 
②創造力、推進
力、発信力の育成
と学習習慣を確立
させ、生徒一人ひ
とりが積極的に自
己を伸長させるた
めの学習を支援す
る。 

①生徒一人ひ
とりの学習や
進路等の目標
の実現に応え
るために、新
学習指導要領
に基づいた教
育課程を編成
し、主体的な
科目選択がで
きるよう工夫
する。 
②学びの成果
を発表する機
会を設け、主
体的な学びに
取り組めるよ
う支援すると
ともに、目標
を設定するこ
とで日々の学
習計画を促し
学習習慣を定
着させる。 

①充実した施設設
備を活用し、専門
教育を充実させ、
自ら課題を解決す
る力を育む。ま
た、生徒の現状や
関心に即し、単位
制、２学期制の特
色を活かした教育
課程を編成し、学
習計画ガイダンス
では理解しやすい
説明を行う。 
②教育活動の充実
を図るために、計
画的に研究授業を
行うとともに、校
内研修会を実施す
ることで、情報共
有を図り授業改善
に努める。 

①生徒一人ひとりが課
題に対して自ら解決策
を講じ、積極的に取り
組んでいたか。また、
新学習指導要領の導入
を円滑に行う過程で、
生徒一人ひとりが主体
的な科目選択に取り組
んでいたか。 
 
 
 
②研究授業と校内研修
を実施し情報共有が行
えたか。また、「生徒
による授業評価の３，
４」が 90％以上になっ
たか。 

①学習保障の観点か
ら、生徒が自らの関心
や進路選択に基づいた
時間割を作成できるよ
う教育課程の編成を行
い、単位制専門学科と
しての教育を充実させ
た。履修ガイダンスで
は説明資料をリメーク
し、より理解しやすい
内容に改善した。 
 
②各教科で１科目以上
の研究授業を実施し、
研究協議を行った。協
議結果を全職員に周知
し情報を共有した。ま
た、「生徒による授業
評価」では７項目中６
項目で評価３，４が
90％以上となった。 

①生徒の希望に基づく
科目選択の調整には多
大な時間を要してい
る。生徒一人ひとりの
主体的な選択を最大限
に尊重する一方で、新
教育課程の完成年度に
向けて、科目の精選を
行うなど、調整作業の
能率化・軽減化を工夫
する必要がある。 

 
②研究授業等の機会を
とらえ、生徒の学びを
深められるよう、授業
改善に取り組む。 

①きめ細かな履修指導や学習計画

ガイダンスにより生徒一人ひとり

の時間割が作成されていると思い

ます。担当者の負担がかかってい

る状況は、先生方の知恵を出し合

って工夫し、軽減される方策を整

えていただきたいと思います。 

本校のセメスター制について、全

日制１年次生女子生徒が授業の回

転が速く飽きなくていいと言って

いました。 

 

②研究授業等の研鑽を積まれ安定

した授業が行われていることが、

生徒による授業評価によって理解

することができます。リモート活

動等いい方向で引き継いでいくこ

とで、コロナ禍の３年間の学習活

動の支援の手法が無駄に終わらな

いと思います。 

①生徒一人ひとりの主体的な
科目選択を支援することがで
きた。引き続き、調整業務の
能率化・軽減化を工夫すると
ともに、セメスター制のメリ
ットを効果的に活用する研究
を行う。 
 
 
 
 
 
 
②研究授業や校内研修等で課
題等を整理し検討すること
で、個々の授業改善を推進す
ることができた。引き続き、
組織としての授業改善に取り
組む。 

①学習計画ガイダンスの時
間が限られているため、資
料等を工夫してさらに解り
やすい指導を進めていく。 
令和６年度の教育課程編成
表を速やかに作成し、新カ
リキュラムの完成年度に備
え研究する。 
 
 
 
 
 
②個々の授業改善を情報共
有することで、様々な見
方・考え方を取り入れ、組
織として課題を共有し改善
計画を構築する。 

２ 
生徒指導 

・支援 

①生徒一人ひとり
の豊かな人間性を
育み、生徒理解に
基づく生徒指導や
支援、教育相談体
制を充実させる。
また、安心で安全
に希望をもって学
べる学校をつく
る。 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒の主体性の
育成に向け、学校
行事や生徒会活動
等を充実させる。 

①生徒一人ひ
とりの規範意
識を育み、主
体的に責任感
を持って行動
できるように
継続的に指導
を進める。ま
た、校内の支
援体制の充実
を図り、生徒
一人ひとりの
多様性に対応
できる学校を
つくる。 
 
 
②生徒会活動
を通して生徒
の良好な人間
関係の形成、
自己実現を支
援する。 

①名札着用の声掛
けや交通ルール遵
守を意識付ける交
通安全教室などの
活動を通して規範
意識を養う活動を
関係グループと連
携し推進する。 
①年次会、関係グ
ループと情報交換
を密に行い、生徒
の状況を確実に把
握するとともに、
生徒一人ひとりの
課題に対応できる
組織づくりを行
う。 
②感染防止対策と
あわせ、安全な行
事運営と部活動の
活性化を図る。 

①安心で安全な学校生
活に向けた取組及び生
徒の規範意識の向上と
定着に向けた取組を充
実させることができた
か。 
①年次会、生徒情報共
有会、ケース会議、い
じめ対策会議、関係グ
ループとの連携によ
り、生徒の状況を適切
に把握し、生徒一人ひ
とりの課題に組織的に
対応できたか。 
 
 
 
②感染防止対策を講じ
行事運営が行えたか。 
②各行事の生徒の充
実、満足度が 80％以上
となったか。 

①全校集会や交通安全
教室、様々な講演会を
通じて、安全に対する
意識と生活習慣の確立
に努めた。また、昼休
みの校内巡視を導入
し、生徒の状況を注視
するとともに、問題行
動の未然防止に努め
た。 
①年次会、関係グルー
プと情報交換を密に行
い、生徒の状況を確実
に把握し、生徒の課題
に対して対応した。 

 
 

②感染防止対策が緩和
される中、本校では引
き続き事前申込みやチ
ケット配付などの感染
防止対策を続けたう
え、昨年度より来場者
の人数制限を緩和して
各行事を行うことがで
きた。その結果、各行
事とも生徒の満足度が
高いものとなった。 

①名札を着用する生徒
が増えていない現状で
ある。定期試験のよう
に出欠確認に名札を確
認する等の方策が必要
と思われる。また、特
別指導の件数が昨年よ
り増加している。規範
意識をさらに向上させ
る機会を増やしていき
たい。 
①年次会と生活支援グ
ループの情報共有に比
べ、他のグループとの
連携が不足していた。
課題がある生徒のため
に有効な手立てを探
る。 
 
②生徒会活動や学校行
事等に関しては、さら
に生徒の主体性が育つ
よう各行事の内容や取
り組み方の工夫、組織
の見直し等を図る。 

①学校生活でのルール遵守や、交

通安全教育の実施、また、社会的

な問題になっている外食チェーン

店での非常識な行動や闇バイトな

ど、生徒の規範意識の醸成、生徒

が犯罪の加害者にも被害者にもな

らないよう、粘り強く、継続的な

指導をお願いします。 

①ワンチームとしての取組をお願

いします。 

 

 

 

②体育祭・文化祭等の学校行事が

開催されたこと喜ばしく思いま

す。事前予約による中学３年生の

来場許可等、様々な工夫をされて

実施されたことを評価します。 

 

①学校生活でのルール遵守、
規範意識の向上は定着しつつ
ある。他方、問題行動を起こ
す生徒もいる状況であること
から、様々な機会を捉え、未
然防止の取組を充実させるこ
とが課題である。 
①年次会と関係グループの連
携が密になったが、さらに連
携を強化することが必要であ
る。 
 
②生徒会活動や部活動、各行
事においては、年間を通して
生徒の積極的な取り組みや活
発な意見交換が行われ、生徒
間の良好な人間関係が育まれ
た。また、コロナ禍で制限の
ある実施ではあったが、体育
祭では73％、文化祭では97％
という高い満足度が得られ
た。 

①定期的な朝の通学指導や
昼休みの巡回指導、ＬＨＲ
を使った規範指導などを充
実させる。また、名札の着
用やＴＰＯを意識した身だ
しなみ指導など、教職員の
共通認識のうえで、計画・
実施する。 
①必要な生徒にはケース会
議を積極的に開催し、Ｓ
Ｃ・ＳＳＷを活用しつつ、
外部機関を含め、組織的に
取り組む。 
 
 
 
②次年度は、感染対策がさ
らに緩和されると思われる
が、引き続き感染対策を視
野に入れた活動を実施する
とともに、各行事において
は、徐々にコロナ前の活動
内容に戻し、さらに活性化
するよう、実施方法や実施
内容を検討する。 



 

３ 
進路指導 

・支援 

社会で生きるため
に必要な知識や能
力を身に付けると
ともに、個々の進
路希望を実現させ
るための支援とキ
ャリア教育を充実
させる。 

生徒一人ひと
りの主体的な
進路希望を実
現するため
に、キャリア
教育および進
路支援体制を
強化する。 

・各種ガイダンス
および面談を適切
に実施し、支援を
行う。   
・計画的なアセス
メント（模擬試験
など）およびイン
ターンシップなど
を実施する。   
・「総合的な探究
の時間」を活用
し、自己のあり
方、社会とのかか
わりについて考え
る機会を設ける。 

・各種ガイダンスおよ
び面談を適切に実施
し、卒業時の進路未決
定者を減少させること
ができたか。  
・模擬試験を計画の
80％以上実施すること
ができたか。また、イ
ンターンシップに参加
した生徒へのアンケー
ト結果で「満足でき
る」が 80％以上となっ
たか。  
・「総合的な探究の時
間」を活用し、自己の
あり方、社会とのかか
わりについて考える機
会を設けることができ
たか。 

・各種ガイダンスおよ
び面談を適切に実施し
することができた。  
 
 
・模擬試験を 100%計画
通り実施することがで
きた。インターンシッ
プは感染症防止対策を
講じ、外部事業者との
連携を密にして実施し
た。 
 
・「総合的な探究の時
間」を通して探究学習
実践し、生徒一人ひと
りが思考し表現する機
会を設けることができ
た。 

・生徒一人ひとりが現
実を直視しながら未来
をみつめ、可能な限り
早く進路実現に向けた
意識を持たせるよう支
援する。 
・アセスメントの活用
法について研究を深め
る。 
 
 
 
 
・３年間の「総合的な
探究の時間」で培った
力を、進路活動で活用
することができるよう
に、学校としての指導
体制を確立する。 

新学習指導要領が求めるものは探

究がキーワードになります。大学

入試にも影響が出ると考えます

し、課題研究の話を伺えてよかっ

た。総合的な探究の時間と課題研

究の整理をしていただくとよいか

と思います。推薦入試等による進

路決定者が多くいますが、生徒一

人ひとりのニーズに沿った結果だ

と推察します。大学入学共通テス

トにかかる丁寧な指導もお願いし

ます。生徒の希望進路の実現に向

けて、引き続き、丁寧なご指導を

お願いいたします。 

・生徒一人ひとりの自己実現
を支援することができた。進
路選択に主体的ではない生
徒・保護者への支援が必要で
ある。 
 

各年次と緊密な連携を継続 
し、進路ガイダンスを効果 
的に実施する。 

総合的な探究の時間を充実 
させ、生徒が主体的に早い 
段階で目標を設定できるよ 
う支援する。 

４ 
地域等 
との協働 

①積極的なボラン
ティア活動を展開
し、地域の小中学
校や自治会など近
隣地域との連携を
深め、地域に根ざ
した教育活動を推
進する。 
 
 
②学校の情報を広
く地域に発信し、
地域に開かれ、地
域と共にある学校
づくりをさらに進
める。 

①コミュニテ
ィ・スクール
を利活用する
とともに、地
域および他校
との連携を図
り、生徒一人
ひとりの主体
性を育成す
る。 
②学校の取組
や生徒の様子
をホームペー
ジや広報関係
の行事を通じ
地域へ広く発
信する。 

①相模原地区内の
高校や専門高校な
ど他校間との連携
を図り、保護者、
生徒と積極的にイ
ベントやボランテ
ィア活動を行う。 
 
 
 
②ホームページ運
用を学校全体で取
り組み、様々な行
事を通じて生徒の
様子等を積極的に
発信する。 

①地域や他校間、サポ
ーターズや自治会など
地域に根差した教育活
動を推進できたか。 
地域や外部と連携した
活動を行ったか。 
 
 
 
 
②ホームページ運用を
学校全体で行い、更新
回数 50 回を上回ること
ができたか。また、生
徒の活躍を画像や動画
を含め、積極的に発信
できたか。 

①専門教育部会主管校
として、各専門高校
PTA関係者に特色ある
授業の体験してもらう
ことができた。また、
交通安全大会の主管校
として、相模原地区の
高校と連携し、交通安
全に対する意識を高め
ることができた。  
②ホームページ更新回
数は81回で目標を達成
した。学校の施設や授
業の概要などの動画や
画像で、ホームページ
や学校説明会等を利用
して発信することがで
きた。 

①コロナ禍で地域や他
校間、サポーターズや
自治会など地域に根差
した教育活動が途切れ
がちになった。実施可
能な地域連携活動を洗
い出し再開する。 
 
 
 
②ホームページの更新
は、行事の様子などタ
イムリーに更新するこ
とに困難を伴う。ホー
ムページ講習会等で教
職員の操作スキルを向
上させ、充実させる。 

①新たな連携行事への参加ありが
とうございます。生徒の励みに
なっていると思います。コロナ
行動制限緩和、地域行事への協
力をお願いしたい。 

 
 
 
 
 
②ホームページでの情報発信は、 
中学生等に学校の教育活動を理解 
していただく有効な手段だと思い 
ます。昨年度に引き続き、一部更
新が滞っていることが確認でき
ます。改善していただきたいと
思います。 

①新たな連携行事を実践する
ことができた。導入年度であ
ったため教職員主導で実施し
たが、生徒主体で実施できる
ようにすることが 
必要である。 
 
 
 
 
②ホームページの更新回数は
達成できたが、タイムリーな
更新には至っていない。教職
員の操作スキルを向上させる
ことが必要である。 

①地域活性のプロジェクト
や高大連携を充実させ、生
徒が主体的に関わることの
できる環境整備を行う。 
 
 
 
 
 
 
②全教職員に向け、ホーム
ページ講習会を実施する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①事故・不祥事の
未然防止を徹底す
るとともに、教職
員の実践的指導力
を向上させる。 
②生徒の防災意識
を高め、防災教育
を推進する。 
 
 
③教員や生徒、保
護者など学校関係
者が協力した、行
事を事故なく執り
行うとともに、生
徒の学習成果発表
などを積極的に発
信する。 
 
④教員のライフワ
ークバランスを推
進するため教員の
働き方改革を推進
する。 

①事故・不祥
事をゼロとす
る。 
 
 
②防災教育の
充実を図り、
生徒一人ひと
りの防災意識
を高める。 
③グループ間
で情報を共有
し、生徒・保
護者ととも
に、行事を滞
りなく実施す
る。また、環
境整備を充実
させる。 
④ライフワー
クバランス・
働き方改革に
対する、教職
員の意識を向
上させる。 

①事故・不祥事防
止会議のさらなる
充実を図り教職員
の意識を向上させ
る。 
②生徒・教員等の
学校関係者に対し
て、様々な状況下
での災害時の適切
な行動が取れるよ
う、安全指導対策
を計画し実践す
る。 
③ＬＢＴ部の協力
などにより行事が
一層充実するよう
に努める。関係部
署との連携を取
る。 
④日々の声がけや
衛生委員会の活用
により、情報収
集・情報提供を行
い、教職員の意識
を向上させる。 

①事故・不祥事がゼロ
であったか。 
 
 
 
②防災教育として、コ
ロナ禍でも対応可能な
大規模災害時を想定し
た生徒・教員等の学校
関係者が連携した訓練
等を行うことができた
か。 
 
 
 
③関係部署と連携を取
り、行事を実施できた
か。関係部署と情報が 
共有できたか。 
④教職員間の声がけが
増えたか。衛生委員会
による情報提供が 10回
以上行えたか。 

①事故・不祥事がゼロ
であった。 
 
 
 
②防災訓練の集合形態
等を変更し、現実的な
防災訓練になった。防
災備蓄品は、１年次生
から食料・飲料以外に
アルミシートを購入し
て、大規模災害や帰宅
困難を想定した備蓄品
となるよう改善した。 
③学校行事や学校説明
会ではグループ間の調
整や生徒との連携でき
め細かく情報を共有し
対応できた。 
④衛生委員会はコロナ
禍の影響もあり、８回
の実施にとどまった。
働き方改革の推進のた
めの情報提供は行うこ
とができた。 

①事故・不祥事防止会
議を充実させヒヤリハ
ット事例も含めゼロと
する。 
 
②防災訓練の充実を 
引き続き検討する。 
 
 
 
 
 
 
③関係部署と協力し、
引き続き、アフターコ
ロナを見据えた活動計
画等を検討し、生徒の
活躍の場を広げたい。 
 
④様々な機会をとら
え、教職員の意思疎通
と情報共有を行なう。 

①全職員で事故・不祥事をゼロと 
したことを評価します。 
 
 
 
②生徒の安心・安全のため、引き 
続き、防災教育・減災教育の実施 
をお願いします。 
 
 
 
 
 
③コロナ禍でも、工夫して式典等 
を実施していただき感謝します。 
引き続き、行動制限緩和の後を見 
据え活動計画を検討いただきた
い。 

 
④教職員の様々な工夫で、コロナ 
禍での業務拡大を最小限に止め、 
働き方改革を行っていくうえで、 
困難を伴ったと思います。その蓄 
積をいい方向で活用していただき 
たい。 

①事故・不祥事防止会議の充
実により事例の共有と未然防
止の取組に生かすことができ
た。 
 
②防災訓練に加え１年次にお
いてＤＩＧ訓練を実施し通学
時等の防災意識を向上させる
ことができた。 
ＤＩＧ訓練を全年次で実施す
ることを検討する。 
 
 
③感染予防策を講じて各種行
事をほぼ計画通りに実施する
ことができた。 
 
 
 
④教員のライフワークバラン
スについて、情報を共有する
とともに、改善意識を醸成で
きた。引き続き、時間外勤務
の縮小を目指す。 

①事故・不祥事防止のため
の確実なチェック体制の構
築を目指し、事故・不祥事
防止会議の充実と全職員の
意識向上を図る。 
①会計業務に携わらない職
員に対しても、マニュアル
や処理方法を周知し、事故
防止に努める。 
②防災訓練の充実を図るた
めに、日程の調整なども行
いながら防災教育・減災教
育の検討を行い実施する。 
③コロナ禍での対応をいい
方向で継承し、より安心し
て式典や行事が開催できる
ようにする。 
 
 
④教職員の健康は生徒指
導・支援の絶対条件である
ことから、組織全体で考え
ていく。 


